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2試駿目的

客虫の.妍博成と被害発通の関係,害虫の産卵加害の対象木とその季節的な出方,地城( 

樹鈴,被客発生の推移等との関係,害虫の産卵加害を可能にする樹木の条件とその該当木の予知 

の方法,拈損に関係する害虫以外の因子の辨明,害虫密度と枯阳発生盆との関係等の課題を究明 

して寒虫防除(および枯ft!防止の合理化(例えば,広後の旋剤の合理的在使用)とマッ林の雄持 

管理と育成【てついての根本的な技術の確立を目的としている。

3 前年度までの経過とえられた法果

この試験項目は,5 9年既より本場お上び束北,関西,四国,九州务支場で担当し,上記課題 

の確明の目的で,本場(4カ所),坂北(2),関西(1)’四国(2),九州(2)の計11 

カ所に回定懿地を設定(この中,公右林1カ所,民有林1カ所を含む)し試後調査を行なって 

いる。今までの試験調査から斜られた事項は次のとかりである。

① 微害地域(東北地方)から激害地域(九州盜)に至る被害発生伏況と窖虫の種構成との側係 

がほぼ明らかになった<»

② 钳l虫類による被害の:基本的左型である風害跡地の発生型,激害地域の発生型,老齢過m 

分に恒常的に発生する型を害虫の每構成から検討した結果,枯損発生に関係する害虫の役割に 

ついての［股i点が明らかになった。

⑤ 各季節傷の初嚇害木(害虫の寄生加害が極めて初期の伏態のもの)についての渕査資料を 

検討した結果,害虫の産卵加害が行われる以前にその対象木には樹木自休に大きな生理的援弱
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力;お、さている可能性がつX くなめられた。

④ ⑤のな果から,戸崎試女地でその一・部を時期別に皆伐した結果.咨虫の加害以前に季節的耳 

つgつぎに発生する理常木Q存在が更に漆濾され,書虫の座卵加害はこれら季節的につぎつぎ 

に発生する異常木,て対し行次われ,、したがって格招木もこれらの脳常木の中から出ることが明 

らかに会った〇 この現象に.少くとも破•書地成に弁4る出虫による被害木と考えられている枯 

fflscti比週的ににられるもっと考えられる。

⑤ 4④のことから4 〇年麾は,本場,九州支場は,樹婉,薄類の研究者により害虫以外の枯 

損に関係する因子45に生物的因子について調査がお、こなわれた〇

⑥ ・菜剤Kついては,今までの予防薬剤(BHCr体1务を含むものの財幹全面改爲)に代わる 

ものとして,滲透移行性:羨剤の試:蔬を行なっているが,現在作られているこの琦斐剤では,予 

防効果を木にもたせることは不可能であることが明らかになつd

なわ・関連した主な眼吿泣次の日林謂に発表されている。

〇日塔ほか:マツ顼の寧乱虫に関する硏究,ー穿孔虫の注卵加害の対集木について一考 

察ー(1 9 6 6 , 7 7 回)

〇 日塔ほか :マツ類の等孔虫に関する硏究 L東北i也方におけるマツクイムシZ>種構成 

—(1 9 6 6,7 7 回)

4 41年度の試験計画

① 幼辭被都K(2 0年生以下)の皆株盹

② 害虫の産卵加害の対象と左る異•常木について立木伏典での調査法と尚flとの結ぴっきについ 

ての调蔽

⑤ 異常木について,樹病,領類の・面からの调蔽

5 41年度の試験経過と結果

① 三塩試験地(1〇敞年生クロマツ民有林 )において,試賊地の一部を8月中旬に皆伐し,昆 

虫,樹病,值類による擄冋調査を行なった〇その結果,この林でも,害虫の注卵加害以前に圏 

木自体に兴飾がお・代ることが確認された〇

⑦ 異當の判8リは,伐根の切り口からの捌脂の出方の有無.多少により行なっているが,立木状 

娯で判定するために,戸崎試坡地で7月より谷月毎に立木の樹的の下部は軽2dの円孔をあけ 

て,その穴からの回脂の出方の推移と枯損発生,舀虫のつき方について試験を機続している。 

この方法は,実用としては間題があるが,遊時間に多扮:の木を調査できる点,g实行上有効 

な手段である。

⑤4 0年底に引きつづき,戸崎,三原試編地で褂病,由顎の面からの調査を行なった〇
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6こんごの問癌点

① 害虫盛除の合处’普犯て予訪手段つ含理化のためには,単木的,林分ごと•つ枯桶の危険奩,r 

なわち枯損危険木Q予加ができることが必妾で研究の中心もこの面に爪点をおいている現在は, 

研究推進の必岌上瘦宜な方法として噌恂の出方金昌をつけることにより利定しているが,今後 

け,これに代わる倚澳な万法について研究土ナナめろ。

の害虫の谨那加害は酬木の生即灸件に支配されることカ:•貝・体的に明らかになった(茨菜として) 

ため,生理異常をあ、こさせる原因についての究明が必要で,樹侷,国類i•よび,造林,土・各 

陽係者の協同絲合研究が必姿であろ。

③ 害虫の面から残されている兩殁探題である害:U«と枯担発生紙の関係あ,樹木自体の条件 

がだんだん明らかになるにしたがって,従来不可疏と恩われていたこの誤題も解明の糸口がっ 

かめるものと考角られる。
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I 7.カラマツ結実促進と害虫防除に関する研究
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2試職目的

近年,カラマツ枷子の不足にともない,カラマツの祜実について関心が高ま,ていろが,冋時 

にその啄•果の虫害が重要であることが明らかにされてきた〇

この試をは,カラマツ採称|木にふ、ける本政密咲と,環伏剝皮による結実促進効果との関係を明 

耐にすると冋時に,極子舔集上に大きな曝害を与えている告虫•就中カラマツタネバエの経過评 

性を明らかKし,防除対術を碓立して,應良秋子の増蔭に寄与することを目的としてい為

3 前年皮までの経過とえられた結果

県伏側皮Kよる結実促進の効果は,本散密ffilC X 〇て茬全示し,まえもって間伐された林にむ 

いては,倍生量が多くなることが明らかになった〇吏た,標果のつさ方は,その7 〇〜8 0 %が, 

クローネの上半に着生する題向も認められている。しかし,お庁の品質,良質種子の収もt等につ 

いては,現在准でのところ,贝罟のために治料が禅られてい左い。

害虫に関しては,結史を阻吿し,或いは怵子を食由・する害虫が数秋存在することがわかったが, 

その中で,最も诋变なものは:,カラマツクネバ工であることが明らかになった.因み;て,カラマ 

ツタネバエは,本邦にお•けるはじめての紀録である。4 〇年をまでの凋査によって,カラマツタ 

ネパエ刀長野限下における分布,加害のしかた,長野则、諸地方に公ける経過の歧玛を知ること 

ができた。すなわち,カラマツタネパ工は潮映下一円に分布し,成虫は春出現する、幼虫は, 

カラマツ球果内に穿入し,若い:ほ子を次々に住害しながら生育す矣6月〜7月の頃,老熟した 

幼虫は堰上に落下し・落葉層の下部付近で师になる。Mのまま越冬する。1部の個体は球果内で 

甬になり,そのまま越冬する。被害をうけた状梁からは,初子がほとんどをられな踞等なの聿 

項が判明した»

なた,室内において烝剤による殺虫試騎を行なった結果,BHCやDDT,t成虫に対して壮非 

常に効果があるが,幼虫や诵に対しては効炽が味だ劣ることが「Uった。


